
令和 7年度 学級経営計画 

第３学年Ｅ組 
学級担任 澤井 健人 

１ 学級経営目標 

 「自らを律する心をもつ」    善悪の正しい判断ができ、規範意識を育てる。 

 「自他共存」              支え合い・助け合いの精神を養わせる。 

 「当たり前のことを当たり前にする」  

学習面・生活面においても規範意識をもち、自主性を育ませる。 

 

２ クラス目標（生徒が話合いで決めたもの） 

「 たのしＥ  なかいＥ  3Ｅ 」 

 

３ 具体的な目標と取組み 

項 目 目 標 
（目標を達成させるための） 

具体的な取組み 

学習指導 

○ 学習に集中し、主体的に取組む姿勢

を醸成する。 

○ 積極的に、単元テストや定期考査に

取組み、提出物の期限を守ることが

できる。 

 毎朝の読書で落ち着いた雰囲気づくり

をし、授業に集中できる環境を整える。 

 教室内で分からない事を教え合える雰

囲気つくりを大切にする。 

道徳教育 
○ 自分自身に向き合う。 

○ 他者を理解し認め合う力を養う。 

 ゆっくり考える時間をつくる。 

 活発な意見交換をおこなう。 

キャリア教育 

（進路学習） 

○ 自身の将来をについて主体的に考

えることができる生徒を育てる。 

 自分の「進路」について相談しやすい環

境をつくる。 

 普段の会話を大切にし、その中でも時

折、進路についての話をしていく。 

生活指導 

○仲間や周りに気を配り、ルールを守る

ことができる生徒を育てる。 

○生徒の変容に対して、柔軟かつ迅速

に対応する。 

 石神井西中のルールや社会のルール

等、規範意識をもたせる指導を行う。 

 「忘れないぞう」を活用し、生徒理解に

努め、指導に生かす。 

特別活動 
○ 生徒が自主性を育み、達成した喜び

を感じられるように活動を支援する。 

 失敗を受け入れ、次にどうするべきかを

考えさせ、できるだけ自分たちの力で活

動できるように見守る。 

 行事に対して真剣に、前向きに取組む環

境を整える。 

保護者との連携 
○ 報告・連絡・相談を密にし、生徒の成

長を共に支援する。 

 指導上の問題については早期に対応

し、保護者と学校とが同じ指導方針をも

つようにする。 

 保護者の相談や訴えを真摯に受け止

め、共に考えていけるようにする。 
 


